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                         国際ロボット連盟 
東京、2011 年 11 月 10 日 

 

ロボットで 2016 年までに百万人以上の雇用を創出 
     －ロボット工学は、今後 5 年間で雇用を創り出す牽引車－ 

 

本報告書はマーケットリサーチ会社であるメトラ・マーテック社の調査に基づくものである。

それによれば、現在稼働している 100 万台の産業ロボットにより 300 万人の雇用が直接創出さ

れたと結論づけている。さらに、今後 5年間のロボット導入の拡大により、100 万人分の高度

な仕事が世界中で創出されると予測しており、今世紀における最重要な産業である家電製品、

食料品、太陽光発電、風力発電、最先端の電池産業、あるいは他の多くの分野において、雇用

の創出はロボットにより支援されるであろうということである。 
 
また、ロボット導入の促進により、直接的な創出が期待される 100 万の雇用に加え、製造業雇

用が確保されることにより、間接的に周囲の地域社会の雇用も確保できることになる。即ち、

レストラン、商店街などのサービス経済等が、多大な波及効果の恩恵を受けることになるから

である。 

 

『雇用にプラスの影響を与える産業ロボット』（メトラ・マーテック社、2011 年 11 月）によれ

ば、「世界的規模で考えると、自動化とロボット化が無ければ、携帯電話やプレイステーション

のようなエレクトロニクス製品の低コストでの生産も不可能となり、３百万から５百万の雇用

を生み出すこともできなかっただろう。」ということである。 

 

主要先進国全般において、2000 年から 2008 年にかけてのロボットの導入が増加したにもかか

わらず、製造業での雇用も増加している。同様なパターンは、現在、急激なロボット使用が増

大している中国、ブラジルその他の新興諸国においても見られる。ブラジルにおいては、この

調査期間中に、ロボットの総数は 4倍に増え、生産と雇用も 20％以上増えた。 

 

また、ロボットへの投資を促進し続けている諸国では、製造業の雇用も多くなっているという

ことも指摘されている。 

 
上掲の『雇用にプラスの影響を与える産業用ロボット』では、「大幅に自動化とロボット化を進

めたドイツと日本の（自動車）産業は、好調な市場リードを続けている。ドイツは、自動車部

門における雇用者数が増加した。」と報告している。 
 
  
 ロボット導入により成長した重要な領域 
 
 報告書では、ロボット導入によって成長した注目すべき三つの領域が紹介されている。 
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・人間の安全性が保証できない領域 

  ・高賃金のため採算割れになる領域 
  ・人間が仕事するのに不可能な領域 

 

安全性を確保できない状況におけるロボット投入の利点は、メリーランド州ボルチモア（ア

メリカ）のマーリン・スティール社が優れた実例として挙げられている。同社は 12 年前から

自動化を導入し、それ以降は会社も労働者も共に利益を上げることができたという。 

 

経営者であるグリーンブラット氏は 1998 年にこの会社を買収したが、当時の労働者の時給は

6 米ドルで、その他の手当はゼロだった。作業は手動で、1 時間 300 の金属製バスケットを生

産することであった。当時のことは、経営者自身が「非常に低レベルの単調で、かつ危険な

仕事だった」と述べている。それが「現在では当社の労働者は残業と特別手当を含めて時給

20 米ドル～30 米ドルを得ている。毎時２万個の CNC 金属製バスケットを生産する四台のロボ

ットを監督するだけで、品質は非常に上昇し、それと共に弊社の事業は拡大し、優良顧客か

ら尊敬を受けている。昨年は 30 カ国以上に輸出することができて、業績を大幅に上げること

ができた。さらに、マンパワーを２５％以上アップさせた。ロボットのおかげで、作業者自

身も仕事に関心を寄せ、かつ安全になっている。」ということである。 

 
 
高賃金の国々においても、ロボットが雇用維持に寄与している良い例として、デンマークの

オーデンセ・スチール造船所が挙げられる。ヨーロッパでは、造船業は過去 20 年～40 年間、

斜陽産業だった。だが、同造船所ではロボットが効率削減の鍵となった。同社は自律的ロボ

ットアーク溶接システムに投資することで、大きい利益が生み出されるようになったのであ

る。同造船所では、手作業時代に比べ現在では生産性が６倍まで向上しており、熟練溶接工

の雇用の確保をしながらも、生産のスピードアップを達成し、品質を向上させた。 

  

報告書により、電子工学部門、半導体部門、製薬部門等のハイテク産業の成長には、手作業

では困難な高品質、精密性、迅速さ、トレーサビリティが、ロボットの支援により達成され

たことが明らかになった。ロボットは、以上のような部門においては特に産業の発展と雇用

の拡大に寄与しているとされている。 
 

将来 ― 2016 年以降ロボットが最も営業力を発揮する部門 

 
上掲の『雇用にプラスの影響を与える産業用ロボット』によれば、「ロボットは将来もっと身

近なものになっていくと予想される。小型化と新しいセンサー機能により、少量でさまざま

なロットサイズ、素材、形状の製品を扱うより多くの産業で使われるようになる。」とされて

いる。 

  

中でも、サービス産業内にはより浸透していくことが期待される。特に、人口の高齢化に従

って介護者の絶対数が不足していくサービスサポートが必要なヘルスケア部門で、ロボット

はより必要とされるであろう。同様に、運送部門やホームサービス部門でもロボットは重要

な役割を果たすことになる。 

同時に、セキュリティ部門においても、家庭やオフィスの警備や国境監視、日常及び緊急時

向けの市内その他のモニター監視にロボットの活用が求められるようになるであろう。」 
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報告書は、次世代ロボットはロボット産業自体においても、今後さらなる雇用の増加が生み

出されるであろうと述べている。ロボット産業部門では既に 30 万人が採用されていると推定

されており、今後5年以内にはさらに45万人以上が必要であると推定されるという。中でも、

サービスロボット分野は中期的には他の産業部門より高い成長率が期待されるため、将来の

雇用の主要な要因になることができるとしている。 

 

 

調査方法の説明 

 調査では 250 人以上の労働者を抱える企業が対象 

分野は以下の通り 

 ・自動車部門 

 ・電子機器部門 

 ・食品・飲料部門 

 ・プラスチック部門 

 ・化学・製薬部門 

 

さらに、世界経済を代表するブラジル、中国、ドイツ、日本、韓国、アメリカの六カ国に焦点

が当てられている。 

メトラ・マーテック社は産業と経済分析の専門家の機関として長い歴史を持ち、顧客には政府

や国際機関も含まれている。 

 

 

 

<担当者・お問い合わせ先 > 

国際ロボット連盟 統計部 (IFR Statistical Department) 

Ms. グードルン・リィッツェンベルガー (Ms. Gudrun Litzenberger) 

電話 +49 69 6603-1502 

 

国際ロボット連盟（ＩＦＲ）は、15カ国以上からのロボッティックス団体からなる、プロフェ

ッショナルの非営利団体で、第17回国際ロボットシンポジウムに伴って、1987年に設立された。

国際ロボットシンポジウムは、1970年以来毎年、異なる大陸、異なる国や都市で開催されてい

る。また、このシンポジウムは、国際ロボット展に合わせて開催されることになっている。 

国際ロボット連盟の目的は、ロボットに関連して活動している組織や政府代表のフォーカルポ

イントとして活動し、ロボットに関するあらゆる分野での研究、開発、利用及び国際協力を促

進することである。 

 

IFRは、ドイツ機械工業連盟（VDMA）の「ロボット＋オートメーション」部門によってその事務

局が運営されている。 

IFR統計局は、同じく「ロボット＋オートメーション」部門によって運営され、毎年、世界のロ

ボティクスの２つの研究報告を公開している。 

 

2011年： 

1.『世界ロボティクス2011 産業用ロボット』 



4 
 

 この刊行物では、各々の国々を一つの表で比較できるように、産業用ロボットに関する包括

的でグローバルな統計情報が紹介されている。約40カ国の詳細な統計データは、アプリケーシ

ョン分野、産業分野、ロボットのタイプや他の技術変数および経済変数で分類されている。セ

レクトされた国々の生産、輸出、輸入に関するデータも表示されており、ロボット密度のトレ

ンド、つまり、関連分野での就労者1万人当たりのロボットの数も掲載されている。 

 
2. 『世界ロボティクス2011 サービスロボット』 

 この刊行物には、サービスロボット、市場分析、ケーススタディに関する包括的でグローバ

ルな統計情報と、サービスの国際的な研究戦略が掲載されている。 
上記刊行物の内容は、当連盟のパートナーであるフラウンホーファーIPA研究所（ドイツ、シュ

トゥットガルト）の協力により評価検証 

されたものである。 

 

リンク： 

www.worldrobotics.org 

www.ifr.org 
 


